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沖縄の子供の貧困対策

　全国と比べて特に深刻な沖縄の子供の貧困の問題に対応するため、平成28年度から事業を開始しています。
　平成33年度まで（現行の沖縄振興計画期間中）を「集中対策期間」とし、地域の実情を踏まえた対策に集中的に
取り組んでいます。

支援員の方々（那覇市）

　支援員は、子供の貧困に関する地域の現状を
把握し、学校やNPO法人等の関係機関との情報
共有や、子供を就学援助や子供の居場所などの
支援につなげるための調整等を実施しています。

合計 105人（28市町村）

・那覇市役所に配置されている支援員
の方々です。生活保護世帯を中心に
家庭訪問等を行っています。
・市役所と連携、情報共有をしながら、
丁寧な対応を行い、支援が必要な子
供達を居場所の支援につなげる等の
支援を行っています。

名護市学習支援教室ぴゅあ /
第二教室（きじむなー）（名護市）

・名桜大学が運営する居場所です。
・市街地の民間施設で、火曜夕方と土
曜午前の週２日開所しています。
・大学生による学習支援や生活指導を
実施し、子供達が気軽に足を運べ、ま
た来たいと思えるような空間を作っ
ています。

子ども元気ＲＯＯＭ
（南風原町）

・カナカナ（一般社団法人）等が運営す
る居場所です。
・市街地の民間施設で、平日は午前9時
から午後22時まで、週末は午後15時
から午後22時まで開所しています。
・食を通じて子供達を育むことをモッ
トーに料理体験等を行っています。

　地域の実情に応じて、食事の提供、生活指導、
学習支援等を行いながら、日中や夜間に子供が
安心して過ごすことのできる居場所を提供してい
ます。

合計 122箇所（26市町村、沖縄県）
＜支援を受けた人数＞
　合計2,852人（子供やその保護者の実員）
　（うち、子供：2,389人・保護者：463人）

＜利用者延べ人数＞
　148,695人（うち、19時以降：33,616人）
※1箇所における1日当たりの平均利用者数：約13人

（1）様々な支援につなぐ「支援員」の配置 （2）安心して過ごせる「居場所」の確保

　貧困家庭の親の経済的自立を促進するため、沖縄振興開発金融公庫が金融面から後押しをしています。
　　①ひとり親家庭の親の雇用等に積極的に取り組む事業者を支援（貸付金利の優遇措置を28年度に創設）
　　②ひとり親家庭の親の学び直しを支援（教育ローンの金利引き下げ幅を28年度に拡大）　

（3）経済的自立に向けた親の「就労」の支援

融資件数：30件　融資額：27億2,333万円　※①、②の合計
　

※(1)(2)の数字は平成29年2月1日時点のもの。（3）は平成29年3月31日時点のもの。

沖縄科学技術大学院大学（OIST）
● OISTの概要
・世界最高水準の教育研究を行うことにより、沖縄の振興と自立的発展、世界の科学技
術の発展に寄与することを目的として平成24年９月に開学しました。
・①神経科学②分子・細胞・発生生物学③数学・計算科学④環境・生態学⑤物理学・化学
の５分野で、約50の国・地域から教員59名(うち外国人38名)を含む計457名(同242
名)の研究者が、先端的・学際的な研究に従事しています。（H29.5.1時点）
・５年一貫制の博士課程（単一の研究科・専攻）のみ設置し、第１～５期生を合わせて
130名（うち外国人107名）の学生が在籍しています。（H29.5.1時点）
・平成29年1月よりピーター・グルース博士が学長に就任しました。グルース学長は、基礎
研究を中心に世界トップレベルの研究を行うドイツのマックス・プランク学術振興協会
で長らく会長を務められました。
  

  
・サンゴの研究
サンゴの全ゲノム解読に世界で初めて成功し、サン
ゴが死滅する「白化現象」の仕組みを解明しました。
サンゴの保全に貢献することが期待されます。

・モズクの研究
オキナワモズクの全ゲノム解読に世界で初めて成功
しました。モズク類の養殖技術の改善や品種改良
に貢献することが期待されます。
　　 

● 研究活動例（海洋関係）

・こどもかがく教室
毎年夏休みに OIST 研究員やスタッフ、恩納村の教
職員や保護者のボランティアが連携して、小学生を
対象に科学実験教室を開催しています。

・女性理工系人材の育成に向けた取組
県内女子中高生に、OIST 等の女性研究者・学生
が講師となり、科学講義や実験を実施しています。
研究室の様子や学生生活、大学卒業後の進路など
の相談も実施しています。

● 地域連携例

・OIST 発ベンチャー企業
沖縄プロテイントモグラフィー（株）が 2014 年に設
立されました。タンパク質を効率的に解析する技術
を使用して、医薬品の開発に寄与することが期待さ
れます。

・蒸暑地に適したエコ住宅システム
（株）ミサワホーム総合研究所と持続可能なエネル
ギー利用システムの共同研究を進めており、蒸暑地で
の住宅システムの開発に貢献することが期待されます。

● 産学連携例

OISTの詳細については、OISTホームページ　http://www.oist.jp/ja　をご覧ください。
写真提供：OIST（モズクの収穫の様子は沖縄県）

こども科学教室2016年の様子 サイエンスプロジェクトfor琉球ガールズ
の様子

タンパク質を解析している様子 実験棟外観

サンゴ礁 モズクの収穫の様子

ピーター・グルース学長


